
産業分野の変革に対応するシステム計画エンジニアリング

スピーディーな業務改革を実現するSCM構築エンジニアリング
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SCMを実現する業務改革と

情報システム構築エンジニ

アリング

業務改革エンジニアリング

と情報システム構築エンジニ

アリングがSCM改革をスピー

ディーに力つ強力に支援する｡

大競争時代が進展している電機･電子製造業界では,製品ライフサイクルの短期間化による急激な増産や減産などの市場変

化に対応していくために,スピーディーな経営改革が求められている｡多くの企業では,単独部門でできる合理化･改善を図

ってきているため,今後は部門間･企業間にまたがった全体最適化をねらっており,SCMを指向した業務改革と情報システム

の構築がますます重要となっている｡

日立製作所は,社内外のSCM構築時に蓄積してきた業務改革のノウハウや情報システム構築技術をベースに,SCM改革案の

効果や実現を定量的に明確にするSCM戦略シミュレ一久SCMを構築するためのパッケージソフトウエアERP,SCPに関す

る業務テンプレートやインタフェースツールなど,さまざまのソリューションを提案している｡

はじめに

電機･電子製造業界では,企業活動全体の最適化を図

るSCM(Supply Chain Management)改革を進めてきて

おり,これを成功させるためには,SCMを指向した業務

改革と情報システムの構築が必要である(上図参照)｡

業務改革のねらいは,製造のJIT(Justin Time)化,

開発･試作期間の短縮,場外物流のスピード化など,企

業の置かれている状況によって違う｡しかし,人,物,

設備といったリソースを,能力負荷,在庫や仕掛かり,

リードタイムなどから見てボトルネックを分析し,解消

していくステップには,どの企業にも共通する点が多い｡

特に,多部門がかかわる改革では,専門家によるエンジ

ニアリングが有効となるケースが多い｡

また,短期間での情報システム構築や業務改革では,

業務運用上必要な機能を備えたパッケージの利川が有効

である｡企業ごとに異なる業務運用を,パッケージでき

め細かくサポートしていくには,さまざまな状況での

パッケージ適用業務テンプレートや,パッケージ間の連

携ツールを用いたエンジニアリングが必須である｡

ここでは,電機･電子業界のSCMを中心に,日立製

作所のエンジニアリングメニュー,戦略立案業務を支援

するSCM戦略シミュレーション技術の適用事例のほか,

口々の計画と基幹業務を支援するERP(Enterprise

Resource Planning),SCP(Supply Chain Planning)

パッケージの適用業務テンプレート,およびインタフェ

ースツールについて述べる｡

SCMエンジニアリングヘのニーズ

企業が置かれている状況で,SCM改革推進を阻害して

いる要田はさまざまである｡また,多部門にかかわる

SCM改革では,効果の事前検証が困難である｡したがっ

て,市場の環境変化を見て軌道修正しながら段階的に手

順を構築し,効果を確認していくことが求められている｡
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このような課題を解決するために,‾‾F記のエンジニア

リングが求められている｡

(1)経営トップ,改革推進者への情報提供,コンサル

ティング

(2)SCM改革の定量評価支援(改革前,改革後)

(3)さまざまな状況に合ったパッケージの提供と業務適

用設計,インタフェース開発支援

日立製作所のSCMエンジニアリング体系

3.1 SCMソリューション

日立製作所が提案するSCMソリューションを図1に示

す｡SCMを実現する諸活動を｢戦略+,｢計画+,および

｢実行+の三つのレイヤに大別し,情報共有,意思決定,

オペレーションの実行などを支援する｡

3.2 SCMエンジニアリング体系

SCMソリューションを支えるSCMエンジニアリング体

系を図2に示す｡

日立製作所は,社内SCMのプロジェクトリーダー･マ

ネージャーや営業,生産管理,製造,資材といったユー

ザー部門と情報システム部門で経験とノウハウを持って

いる｡また,システム構築ベンダーとして,パッケージ

ソフトウェアを開発,提供し,実績とノウハウを蓄積し

てきた｡日立製作所は,このような社内外での構築実績

調達 ｢】項豆｢｢南面豆｢販売

SCM改革先進事例ベースコンサルテーション

SCM改革効果定量評価サービス

l

生産●調達傾紺画濫温*1在霊芸諾画``scpLAN”

ForecastPRO*2

工程子㌫浩グ
"scpLAN”

1 1

ERP適用サービス(R/ヂ4,OracleApplications*5,GEMPLANET)

電子商取引サービス"TWX-2†”

システム間連携ソリューション

･戦略レイヤ向け
サービス

･計画レイヤ向け
サービス

･実行レイヤ向け
サービス

注:*1NEUPLANETは,日立エンジニアリング株式会社の登録商標

である｡

*2 ForecastPROは,米国BusinessForecastSystems社の登毒素商

標である｡

*3 LoadCalcは月立東北ソフトウエア株式会社の登録商標である｡

*4 R/3は.SAPAGのドイツおよびその他の国における登鐘商標

または商標である｡

*5 0racleApplicationsは,オラクル社の商標である｡

図1日立製作所のSCMソリューション体系

関連業者から顧客まで,企業間･部門間にまたがる業務改革の

ためのソリューションを戦略･計画･実行の各レイヤで提供する｡
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専門コンサルティング

サービス

(経営コンサルテーション,

業務コンサルテーション)

ロジスティクス診断･

プランニングサービス
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(SCM評価シミュレータ)

基幹システム構築エンジニアリング

販売管理,在庫管理,生産管理,

財務,会計,人事

販売･設計生産･調達コラボレーション構築エンジニアリング
統合BOM管現,

ウェブベース情♯共有
調達管理,EDl

SCP適用設計エンジニアリング
需給計画,生産･調達計画,納期回答

工程スケジューリング
輪配送計画,需要予測

SCMエンジニアリングデータベース･ツール

●社内外先進事例･設計手順･設計書,仕様書サンプル

●業務テンプレート(需給調整システム,生産･調達計画システムなど)
●パッケージ適用モデリングサンプル･アプリケーション連携部品

注:略語説明 BOM(Bil10fMaterial;部品表)

EDl(∈lectronicDatalnterchange)

図2 日立製作所のSCMエンジニアリング体系

SCMエンジニアリングデータベース･ツールを基に,基本構想

立案から情朝システム開発までのエンジニアリンクを提供する｡

を基に,SCMのエンジニアリングノウハウをデータベー

ス化,ツール化し,SCM構築時の基本構想策定から業務

設計,システム開発まで,顧客のニーズに合わせたエン

ジニアリングを提供する｡

基本構想フェーズでは,製造や経理などの専門コンサ

ルティングサービスのほか,ロジスティクス診断･プラ

ンニングサービスを提供する｡また,複数の改革案に対

する効果定量評価サービスも提供する｡

設計･開発フェーズでは,基幹システムERP,販売･

設計･生産･調達コラボレーションシステム,計画シス

テムSCPなど,各種パッケージの業務適用設計からプロ

トタイプシステム開発,パッケージ間,パッケージ･既

存システム間のインタフェース開発といったエンジニア

リングを提供する｡

SCM戦略シミュレータ

4.1SCM改革戦略の策定

SCM改革では,プロジェクトの発足段階から,改革方

針の検討,システム開発と組織改変など,多岐にわたっ

て進めていく必要がある｡また,改革の対象範囲も企業

内外を問わず広範囲であることから,金･人･時間の投

資が非常に大きい｡そのため,後戻りすることなく進め

ることが必須条件であり,改革の失敗は企業にとって致

命傷になりかねない｡しかし,苦労して改革案を取りま
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とめても,SCM改革には業務の抜本的な改革を伴うた

め,障害も多い｡

そのため,定量評価を行い,目標としている改革効果

が実現可能な改革案を明確にしたうえで,SCM改革戦略

を策定することにより,失敗のリスク(改革施策の不

足･過剰)を回避することが重安である｡このような客

観的視野から戦略策定を支援するのが,SCM戦略シミュ

レータである｡

4.2 SCM戦略シミュレータ

SCM改革戦略策定時に使用しているSCM戦略シミュ

レータは,物流だけでなく情事艮も評価の対象としており,

物流と情報の統合を実現している｡

SCMでは,調達や製造などのリードタイムの短縮や顧

客直送化のような物流改革と同時に,SCP導人による計

画サイクルの短縮,発注方式の変更など業務のIT

(Information Technology)化による情報流改革も行われ

ており,最近では後者が主体となっている場合が多い｡

これは各社の動向を見ても明らかであi),情報の評価は,

SCMシミュレーションに関して必須である｡

SCMシミュレーションでは,上記のようなさまざまな

改革施策に基づく複数の改革案を作成し,シミュレー

ションに必要となる受注,計画,各LT(LeadTime)など

の実績データを収集する｡次に,シミュレーションモデ

ル構築後に定量評価を行い,在庫回転率や在庫推移,納

期順守率などの出力結果を基に,改革戦略の策定を進め

ていく(図3参照)｡

4.3 適用事例

このシミュレータを利用した定量評価によって改革戟

略の策定を支援した事例について以下に述べる｡

この事例では,現状のSCMモデルに対して,(1)SCP

二子
､､＼

‾‾‾‾､転

在庫回転婁

肝【三竺__+

一■1年亡,‾斗■･ソ!し
′

マ1･ふ･～Tt刃フ

在庫推移

図3 SCM戦略シミュレータの出力画面例

このシミュレータでは,在庫削減に関する評価(在庫回転率,

在庫推移)をベースとし,納期順守率などの評価も行う｡

注(情報流)
(物流)

･
-
_

生産計画

サプライヤー

調達

製造拠点

(1)計画周期:月次一過次
受注引き当て

(2)部品･見込み製品安注生産イ

在庫ポイント

製造工程

需要予測

現状在庫ポイント

発注

輸送

(3)調達LT短縮

図4 SCM改革案評価モデル

この評価モデルでは,現状SCM(計画周期:月次,製品見込み

生産)に対して,あるべきSCMを目指すための改革施策(計画周

期:週次,受注生産,調達LT短縮)を模討する｡

導入(計画周期の週次化),(2)受注生産化(製造LT短縮

を含む｡),(3)調達LT短縮(LT75%短縮)などの施策に

よる存庫削減を検討していた(図4参照)｡しかし,実際に

どのように改革を進めていけばよいのかについては決め

かねていた｡そのため,上記3ポイントをベースとした複

数の改革案を作成し,どの程度の改革施策を,どのような

ステップで進めていけば効果的に改革目標を達成できる

かについて定量評価を行い,改革戦略の策定を支援した｡

当初は,SCP導入や受注生産化とともに,調達LT

75%短縮を目指す予定であった｡しかし,実際には50%

程度の短縮だけでも改革目標を達成する十分な効果が得

られるという見通しを得たため,これらを踏まえ,理想

と現実の均衡も考慮したうえで,最終的に推奨する改革

戦略を提示した｡

このように,定量評価を行うことによって改革効果を

｢思い込み+ではなく｢客観的+に判断することができ,こ

の事例でも,改革失敗のリスクを回避することができた｡

ERP･SCP･SRM構築ツール

市場の変動に対して,高速シミュレーションによって

影響を即座に把握し,生産計画･資材調達計画や在庫補

充計画の立案を支援するのがSCPツールの``scpLAN''で

ある｡サプライヤーとの情報共有や,予約発注を含む

LTを考慮した発注を実現し,調達LTの短縮や在庫の縮

減を支援するSRM｢WEB調達管理システム(PPMS:

Procurement Process Management System)+や,設

計一調達一製造間でウェブを通じてサプライヤーなどと

の協力による製品設計を支援する"ECObjects''呼を用意

している(図5参照)｡
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PDM

顧
客

製品開発情我の管理

･統合BOM

●図面,構成情報管理

ERP

設計管理システム
フォーキャスト

彗注
"ECObjects”

､基幹業務システム
脳翁 ≡

ERPほか

納期回答

納品

ウェブ
I

暮 受注】1生産 暮､l調達l

ご-､受注管理_
需給調整システ

､システム ニ ``scpLAN”

SCP

暮tscpLAN”

計画情報の生成,管理

･予約注文情報生成
●フォーキャスト情報生成

一部材消費予定生成.

確定情報の管理

･確定発注処理

･マスタ管理

設計変更情報

転主
調達管理

システム

PPMS
フオ

情報共有機能

SRM

PPMS

納品

ウェブ

サ
イ
ノ
ラ
イ
ヤ
ー

確定･予約注文,フォーキャストなどの

情報共有機能

価格協定情報の開示機能

納品書出力機能

購入品の納入条件管理機能

日立製作所は,さらに,社内でもSCM改革に取り組

み,棚卸し資産回転率の向上や受注生産への対応などを

実現した｡幾つかのSCM改革を進める際に解決してきた

ノウハウを蓄積,洗練し,全体の新業務フローやシステ

ムフロー,各システムの機能の詳細なども業務テンプレ

ートとして用意している｡テンプレートには,調達業務

テンプレート,生産計画業務テンプレート,需給調整業

務テンプレート,損益評価業務テンプレートなどがあり,

これらとパッケージ製品を組み合わせることで,効果的

な業務改革を実現するSCMソリューションを構築して

いる｡

各種パッケージや既存システムとのインタフェースに

ついては,EAI(Enterprise ApplicationIntegration)技

術をベースにした連携部品を開発し,連携ツールとして

提供している｡また,連携ツールをSCM構築事例に基づ

いて標準化することにより,各種パッケージ製品や既存

システムを組み合わせたシステムの構築時に活用するこ

とができる｡例えば,ERPパッケージのR′′′3やSCPツー

ルの"SCPLAN”と販売系の既存システムを適用した新シ

ステムを早期に立ち上げたいという顧客のニーズに対し

て,これを適用することで,短期間･低コストでの業務

システム構築を支援している｡

おわりに

ここでは,電機･電子業界でのSCMを指向した業務改

革と,情報システム構築エンジニアリングのニーズ,お

よび日立製作所のこれらに対する取組みについて述べた｡

※)ECObjectsは,株式会社クラステクノロジーの登録商標

である｡
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注:略語説明

PDM(ProductData

Management)

PPMS(Procurement

P｢ocessManagement

System)

図5 日立製作所のSCM

ソリューションで提供す

る製品

適用実績をベースにした

パッケージ製品と業務テン

プレート,インタフェース

ツールを組み合わせてソ

リューションを提供する｡

今後も,社内外のシステム構築で得られるエンジニア

リングのノウハウを充実させ,加工組立業界全般および

消費財製造業を含めた多くのニーズに合わせたソリュー

ションを提案していく考えである｡
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